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1. はじめに 
 近年，インターネットを介した楽曲配信サービスの普及が
進み，利用可能な楽曲数は 4300万曲以上とも言われてい
る．このような膨大な数の楽曲から効率良く楽曲を検索す
るための研究が盛んに行われており，その一つに言葉の
印象に合致した楽曲検索手法が提案されている[1]．この
研究は，代表的な言葉を用いて印象空間上に任意の言葉
を配置することで楽曲の検索を行うものであった．しかし，
この代表的な言葉は一般的な言葉を基に設定されている
ため，楽曲の印象を表現するのに不適切な言葉が含まれ
ているという問題があった．本稿では，先行研究[1]で使わ
れていた代表的な言葉を楽曲に関連した言葉にすること
で楽曲を表現するのに適切な言葉を代表的な言葉として
用いる方法を検討する． 

2. 先行研究の楽曲検索手法 
 楽曲と言葉を関連付けるために，様々な印象を表現する
印象空間を生成する．この印象空間は，楽曲の印象を表
すのに適した空間とするため，既存研究[2]で得られた楽
曲に対する印象の評価平均を因子分析することで生成し
た．その結果，第 1 軸を明るさ，第 2 軸を激しさとする印象
空間を得た．また，任意の言葉の写像には共起確率によっ
て表現された言葉の関係性を用いる．さらに，任意の言葉
を写像する際に少数の感性語との関係性だけでは表現し
きれないと考え，各感性語と関係の深い言葉(代表語)も併
せて用いる．代表語は ALAGIN 言語資源・音声資源サイト
[3]で提供されている単語共起頻度データベースを用いて，
各感性語の共起確率の上位にある語を選択したものであ
る．先行研究では上位 300語を代表語としていた． 

3. 提案法の変更点 
 本稿では，代表語を楽曲の表現に適した言葉に変更す
るため，先行研究の代表語の中から音楽に関連した言葉
を選別することを試みる．音楽に関連した言葉を扱う際に
楽天技術研究所[4]が提供している楽天データを用いた．
これには，楽天市場で投稿された商品に対するレビューが
含まれている．音楽ジャンルで投稿されたレビュー文では
音楽に関連した言葉が使用されていると考えられる．よっ
て，ここで使われている言葉を音楽関連語として利用する．
文章からこれらの言葉を抽出する際に，形態素解析器
MeCab を使用する． 
 MIR Toolbox を使用して音楽に関連した様々な特徴量を
抽出し，各軸に適した特徴量を選択し写像式を生成した．
先行研究では変数増加法を用いて変数選択を行っていた
が，本稿では変数増減法を用いた．その結果，第1軸に20
の特徴量，第 2軸に 10の特徴量をそれぞれ用いた写像式
が生成された．予備実験の結果，より少ない変数で同等の
写像式を得ることができた． 

4. 主観評価実験 
 本稿では，入力語に対して検索された楽曲が，その入力 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
語の印象と合致しているかを評価する実験を被験者 10 人
で行った．先行研究と同じ条件で行うため入力語は先行研
究で使用された 50 語とする．ただし，従来法と提案法で同
じ楽曲を検索結果として出力した入力語は，評価実験の
対象として除外した．よって，実験で扱った入力語は 42 語
となった．検索対象は先行研究同様，RWC 研究用音楽デ
ータベースの楽曲 100曲とし，5段階で評価した．合ってい
ない場合は 1，合っている場合は 5 とする．全入力語の評
価平均と入力語ごとの評価平均の一部を図 1に示す．  
 全入力語の評価平均では提案法が 0.38 下回る結果とな
った．これは代表語数が従来法の約 5分の 1に減少したか
らであると考えられる．さらに代表語の原点からの距離の平
均は，従来法で 0.60，提案法で 0.48 と，より原点に近くな
っているので印象が弱くなっている．しかし，入力語の中に
は従来法が 3 以下であるのに対し提案法が 4 以上と評価
が上がったものが 3 つ存在した．その中の「魔王」という入
力語は，原点からの距離が従来法では 0.093だったが，提
案法では 0.316 と印象が強くなっていた．このことから，入
力語の配置に改善があることも伺える．これらの結果から，
音楽関連語を用いることで任意の言葉の写像を改善する
ことが可能であるが，本稿で扱った音楽関連語だけでは十
分な代表語を得ることができないと考えられる． 

5. まとめ 
 本稿では，先行研究で用いられた代表語を楽曲の表現
に適した言葉にする方法を検討した．評価実験の結果，入
力語全体の評価は下がった．この原因として，代表語の減
少に伴い入力語の座標を決定する代表語が不足したため
だと考えられる．入力語によっては検索精度の向上が見ら
れた．このことから，音楽関連語を用いることで言葉の写像
が改善される可能性があると考えられる．今後は，音楽関
連語を用いた代表語の数の調整が必要であると考えられ
る．  
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